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1. 目的 

貴社指定の方法により、貴社製品中の硝酸イオン、亜硝酸イオンの分析を行う。 

 

 

2. 試 験 日 

2026 年 7 月 7 日 

 

 

3. 試験環境 

24℃ /66%RH 

 

 

4. 試験サンプル 

試験サンプルの内容を表-1 に示す。この表の内容は、貴社より提供された情報に基づき弊社では当情報

の検証は行っていない。特に記載のない限り、下記に示す数値は公称値である。 

図-1 にサンプルの外観を示す。 

 

表-1 試験サンプル内容 

サンプル材質 サンプル形状 サンプル名 サンプル受領日 

水 液体 森エスター 2026 年 7 月 6 日 
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森エスター 

図-1 サンプルの外観(受領時) 

 

 

5. サンプリング 

試験には、貴社でサンプリングを行い提供された試験サンプルを使用し、弊社ではサンプリングを行っ 

ていない。  

 本レポートに記載された結果は、貴社から提供された試験サンプルにのみ適用する。 

 

 

6. 前処理方法 

試料 45mL を全量フラスコに取り、これに 1mol/L 水酸化ナトリウム水溶液を 2.5mL、30%過酸化水素

水を 50µL 添加し、50mL に一定量して測定に供した。 

 

 

7. 測定方法 

イオンクロマトグラフ法 
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8. 試験装置 

試験装置を表-2 に示す。 

表-2 試験装置 

装置名 弊社管理番号 

イオンクロマトグラフ(ICS-2100) W-39-2 

 

 

9. 試験結果 

試験結果を表-3 に示す。 

表-3 試験結果 

分析項目 分析結果 MDL 単位 

硝酸イオン 4.4 0.2 mg/L 

亜硝酸イオン N.D. 0.2 mg/L 

  N.D.=不検出(＜MDL)  

  MDL=方法検出限界 

  (注) 合否判定やクラスの判定を行うにあたり、判定基準の調整をゼロとして判定しました。  

  詳しくは“試験の判定ルールについて”参照） 

 

 

10. 試験場所 

〒145-0063 東京都大田区南千束 1-1-5 株式会社ケミトックス第二ビル 

 

 

11. 試験担当者 

 

                     

エンジニア  村田 夏樹 
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12. 承認者 

 

                     

技術管理者  藤岡 博明 

 

 

（注）レポートの部分的な複写はお断り致します。 

 

‐以上‐ 
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 試験の判定ルールについて  

 
Issued:  2021-11-29 

                                                                          Revised:  0000-00-00 

 

ISO/IEC 17025:2017 では、数値で得られた結果と判定基準を比較して合否判定やクラスの判定を行う場合、 

判定ルール(Decision Rule)が求められます。 

 

ケミトックスでは、個別の試験規格やお客様からのご要望がない限り、判定基準の調整をゼロとします。 

すなわち、単純受入（Simple Acceptance）と言われる判定ルールを使います。 

 

判定基準の調整をゼロとするとは、 

調整がないため、判定基準だけで合否判定やクラスの判定が行われます。下図では不確かさが描かれてい

ますが、判定には不確かさを用いません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

合否は以下のようになります。 

 ①, ② ③, ④ ⑤, ⑥ ⑦, ⑧ 

単純受け入れ 合格 合格 不合格 不合格 

 

 

参考資料：判定ルールと適合性表明のためのガイドライン (ILAC G8：Guidelines on Decision Rules and Statements of Conformity) 
 
 
 

 

判定基準の下限値 

④ 

① 

③ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

② 

公称値 

拡張不確かさ 

合格 

 

⑧ 

判定基準の上限値 


